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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュ
ータプログラム製品が提供される。本装置は、Ａ－ＣＳ
Ｉ報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ要求ダ
ウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに
基づいて、基準サブフレームのロケーションを決定する
。一態様では、基準遅延は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリン
クサブフレームの前の第１の遅延値であり、報告遅延は
、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームとＡ－ＣＳ
Ｉ報告アップリンクサブフレームとの間の第２の遅延値
である。本装置は、基準サブフレームのロケーションと
サブフレーム構成とに基づいて基準サブフレームのタイ
プを決定し、基準サブフレームのタイプはフレキシブル
サブフレームまたは固定サブフレームである。本装置は
、基準サブフレームと基準サブフレームのタイプとに基
づいてチャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つを測
定する。本装置は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフ
レームにおいて、チャネルまたは干渉のうちの少なくと
も１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信の方法であって、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定することと、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報
告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間
の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよりいくつか
のサブフレーム前に配置され、前記いくつかのサブフレームは、前記第１の遅延値または
前記第２の遅延値のいずれかに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基準遅延の前記第１の遅延値は４つのサブフレームに対応する、請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記報告遅延が４つのサブフレームに対応するとき、
前記基準サブフレームにおいて測定され、前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記チャネルおよび干渉は、前記固定サブフレームである前記基準サブフレームの前記
タイプに基づいて測定される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
ダウンリンクサブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよ
り４サブフレーム前に配置される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記チャネルおよび干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレー
ムの前記タイプに基づいて測定される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記チャネルは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて測定され、前
記干渉は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置さ
れる前記基準サブフレームにおいて測定される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
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ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
アップリンクサブフレームまたはマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワー
ク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記チャネルおよび干渉は、固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンク
サブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと前記報告遅延とに基づいて第２のチャ
ネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することを決定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブフレームのロ
ケーションを決定することと、
　前記第２の基準サブフレームに基づいて前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のう
ちの少なくとも１つを測定することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のうちの前記少なくとも１つを測定すること
の前記決定は、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのロケーションにさらに基
づく、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて送られた前記Ａ－ＣＳＩ報告は
、前記チャネルまたは前記干渉のうちの前記少なくとも１つと、前記第２のチャネルまた
は前記第２の干渉のうちの前記少なくとも１つとに基づくチャネル品質インジケータ（Ｃ
ＱＩ）を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記基準遅延は、４つのサブフレームに対応し、前記第２の基準サブフレームは、前記
報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレ
ームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームがダウンリンクサブフレームである
とき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフ
レームの前記タイプに基づいて測定され、前記第２のチャネルおよび前記第２の干渉は、
前記固定サブフレームである前記第２の基準サブフレームのタイプに基づいて測定され、
前記第２の基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに対応す
る、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定され、前記第２のチャネルおよび
前記第２の干渉は、前記固定サブフレームである前記第２の基準サブフレームに基づいて
測定され、前記第２の基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ



(4) JP 2017-504273 A 2017.2.2

10

20

30

40

50

要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定することと、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報
告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間
の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
を行うように構成された、装置。
【請求項１９】
　前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよりいくつか
のサブフレーム前に配置され、前記いくつかのサブフレームは、前記第１の遅延値または
前記第２の遅延値のいずれかに基づく、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記報告遅延が４つのサブフレームに対応するとき、
前記基準サブフレームにおいて測定され、前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームに対応する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記チャネルおよび干渉は、前記固定サブフレームである前記基準サブフレームの前記
タイプに基づいて測定される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
ダウンリンクサブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよ
り４サブフレーム前に配置される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　前記チャネルおよび干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレー
ムの前記タイプに基づいて測定される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記チャネルは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて測定され、前
記干渉は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置さ
れる前記基準サブフレームにおいて測定される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項２４に記載の装置
。
【請求項２６】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
アップリンクサブフレームまたはマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワー
ク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２７】
　前記チャネルおよび干渉は、固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンク
サブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項２６に記載の装置。
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【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと前記報告遅延とに基づいて第２のチャ
ネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することを決定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブフレームのロ
ケーションを決定することと、
　前記第２の基準サブフレームに基づいて前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のう
ちの少なくとも１つを測定することと
を行うようにさらに構成された、請求項１８に記載の装置。
【請求項２９】
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定するための手段と、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－Ｃ
ＳＩ報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ
－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレーム
との間の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定するための手段と、前記基準サブフレームの前記タイプはフレ
キシブルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定するための手段と、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送るための手段と
を備える、装置。
【請求項３０】
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定することと、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報
告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間
の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
を行うためのコードを備える、コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読
媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１４年１
月２４日に出願された「APERIODIC CQI REPORTING FOR LTE-TDD EIMTA SYSTEM」と題する
ＰＣＴ出願第ＰＣＴ／ＣＮ２０１４／００００９４号の利益を主張する。
【０００２】
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　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、チャネル品質インジケー
タ報告に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標）：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Project
）によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴ
Ｓ：Universal Mobile Telecommunications System）モバイル規格の拡張のセットである
。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善すること、コストを下げること、サービスを改善する
こと、新しいスペクトルを利用すること、およびダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡ
を使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合することによって、モバイ
ルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートするように設計されている
。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて
、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続
技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供さ
れる。本装置は、時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベース
のネットワークにおけるワイヤレス通信のためのものであり得る。本装置は、非周期チャ
ネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ：aperiodic channel state information）報告アップリンク
サブフレームと、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延と
に基づいて、基準サブフレームのロケーションを決定する。一態様では、基準遅延は、Ａ
－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、報告遅延は、Ａ－Ｃ
ＳＩ要求ダウンリンクサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の
第２の遅延値である。本装置は、基準サブフレームのロケーションとサブフレーム構成と
に基づいて基準サブフレームのタイプを決定し、基準サブフレームのタイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである。本装置は、基準サブフレームと基準サブ
フレームのタイプとに基づいてチャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つを測定する。
本装置は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、チャネルまたは干渉のう
ちの少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送る。
【０００６】
　[0006]別の態様では、本装置は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロ
セッサとを含む。少なくとも１つプロセッサは、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレー
ムと、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて
、基準サブフレームのロケーションを決定することと、ここで、基準遅延は、Ａ－ＣＳＩ
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報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、報告遅延は、Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の第２の遅
延値である、基準サブフレームのロケーションとサブフレーム構成とに基づいて基準サブ
フレームのタイプを決定することと、基準サブフレームのタイプはフレキシブルサブフレ
ームまたは固定サブフレームである、基準サブフレームと基準サブフレームのタイプとに
基づいてチャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、Ａ－ＣＳＩ報告
アップリンクサブフレームにおいて、チャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つに基づ
くＡ－ＣＳＩ報告を送ることとを行うように構成される。
【０００７】
　[0007]別の態様では、本装置は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと、Ａ－Ｃ
ＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフ
レームのロケーションを決定するための手段を含む。一態様では、基準遅延は、Ａ－ＣＳ
Ｉ報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、報告遅延は、Ａ－ＣＳＩ要
求ダウンリンクサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の第２の
遅延値である。本装置は、基準サブフレームのロケーションとサブフレーム構成とに基づ
いて基準サブフレームのタイプを決定するための手段を含み、基準サブフレームのタイプ
はフレキシブルサブフレームまたは固定サブフレームである。本装置は、基準サブフレー
ムと基準サブフレームのタイプとに基づいてチャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つ
を測定するための手段を含む。本装置は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにお
いて、チャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送るための
手段を含む。
【０００８】
　[0008]別の態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体が
提供され得る。本コンピュータ可読媒体は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと
、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基
準サブフレームのロケーションを決定するためのコードを含み、ここで、基準遅延は、Ａ
－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、報告遅延は、Ａ－Ｃ
ＳＩ要求ダウンリンクサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の
第２の遅延値である。本コンピュータ可読媒体は、基準サブフレームのロケーションとサ
ブフレーム構成とに基づいて基準サブフレームのタイプを決定するためのコードを含み、
基準サブフレームのタイプはフレキシブルサブフレームまたは固定サブフレームである。
本コンピュータ可読媒体は、基準サブフレームと基準サブフレームのタイプとに基づいて
チャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つを測定するためのコードを含む。本コンピュ
ータ可読媒体は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、チャネルまたは干
渉のうちの少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送るためのコードを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図。
【図６】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図。
【図７】異なるサブフレーム構成を利用する２つのセルを示す例示的な図。
【図８】サブフレーム構成における固定サブフレームおよびフレキシブルサブフレームを
示す例示的な図。
【図９】ＤＬおよびＵＬ基準サブフレーム構成による、サブフレームを用いたＤＬ　ＨＡ
ＲＱ動作およびＵＬ　ＨＡＲＱ動作の例示的なＨＡＲＱ動作の図。
【図１０】Ａ－ＣＳＩ設計の一例を示す例示的な図。
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【図１１Ａ】第１の手法を示す例示的な図。
【図１１Ｂ】第１の手法を示す例示的な図。
【図１１Ｃ】第１の手法を示す例示的な図。
【図１２Ａ】第２の手法を示す例示的な図。
【図１２Ｂ】第２の手法を示す例示的な図。
【図１２Ｃ】第２の手法を示す例示的な図。
【図１３Ａ】第３の手法の第１のシナリオを示す例示的な図。
【図１３Ｂ】第３の手法の第１のシナリオを示す例示的な図。
【図１３Ｃ】第３の手法の第１のシナリオを示す例示的な図。
【図１４Ａ】第３の手法の第２のシナリオを示す例示的な図。
【図１４Ｂ】第３の手法の第２のシナリオを示す例示的な図。
【図１４Ｃ】第３の手法の第２のシナリオを示す例示的な図。
【図１５】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１６】図１５のフローチャートから展開するワイヤレス通信の方法のフローチャート
。
【図１７】例示的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを
示す概念データフロー図。
【図１８】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　[0027]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成を表すものではない。
発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含
む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には
明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１１】
　[0028]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の発明を実施するための形態において説明
し、（「要素」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ
、プロセス、アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハード
ウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得
る。そのような要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装される
かは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１２】
　[0029]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解
釈されたい。
【００１３】
　[0030]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
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ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパ
クトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクス
トレージまたは他の磁気ストレージデバイス、上述のタイプのコンピュータ可読媒体の組
合せ、あるいはコンピュータによってアクセスされ得る、命令またはデータ構造の形態の
コンピュータ実行可能コードを記憶するために使用され得る任意の他の媒体を備えること
ができる。
【００１４】
　[0031]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evol
ved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ
：Evolved Packet Core）１１０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サービ
ス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができる
が、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図示していない。図示の
ように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者なら容易に諒解するように
、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワー
クに拡張され得る。
【００１５】
　[0032]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ：evolved Node B）１０６と、他の
ｅＮＢ１０８と、マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ：Multicast Coordination E
ntity）１２８とを含む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコ
ル終端と制御プレーンプロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、バックホール（たと
えば、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ＭＣＥ１２８
は発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：Multimed
ia Broadcast Multicast Service）（ｅＭＢＭＳ）のために時間／周波数無線リソースを
割り振り、ｅＭＢＭＳのために無線構成（たとえば、変調およびコーディング方式（ＭＣ
Ｓ：modulation and coding scheme））を決定する。ＭＣＥ１２８は別個のエンティティ
またはｅＮＢ１０６の一部であり得る。ｅＮＢ１０６はまた、基地局、ノードＢ、アクセ
スポイント、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、
基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：ext
ended service set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。ｅＮＢ１
０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例とし
ては、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session 
initiation protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地
球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレー
ヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、または任意の他の同
様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイル
ユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス
、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局
、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザ
エージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で
呼ばれることもある。
【００１６】
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　[0033]ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と、ホーム加入者サーバ（Ｈ
ＳＳ：Home Subscriber Server）１２０と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェ
イ１１６と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲー
トウェイ１２４と、ブロードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ：Br
oadcast Multicast Service Center）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：
Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２
とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１
２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェ
イ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１
１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の
機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８とＢＭ－ＳＣ１２６とはＩＰサービス１２２に
接続される。ＩＰサービス１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメデ
ィアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、ＰＳストリーミングサービス
（ＰＳＳ：PS Streaming Service）、および／または他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ
－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配信のための機能を与
え得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイ
ントとして働き得、ＰＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し、開始するために使用
され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュールし、配信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲート
ウェイ１２４は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャス
ト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ（たとえば、１０６、１
０８）にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッション管理（開始／停
止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当し得る。
【００１７】
　[0034]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００はいくつかのセルラ
ー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０
８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ
：home eNB））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remo
te radio head）であり得る。マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り
当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与
えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例では集中コントローラはな
いが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御
、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲー
トウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは１つまた
は複数の（たとえば、３つの）（セクタとも呼ばれる）セルをサポートし得る。「セル」
という用語は、ｅＮＢの最小カバレージエリア、および／または特定のカバレージエリア
をサービスするｅＮＢサブシステムを指すことができる。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局
」、および「セル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００１８】
　[0035]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ：frequency division duplex）と時分割複信（ＴＤＤ：time division duple
x）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ
上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提
示する様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調およ
び多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これらの
概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optim
ized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）に拡
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張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として
第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership P
roject 2）によって公表されたエアインターフェース規格であり、移動局にブロードバン
ドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用する。これらの概念はまた、
広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の
変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestria
l Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登
録商標）：Global System for Mobile Communications）、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用
する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－
Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０
２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭ
ＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０
００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイ
ヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課される全体的な
設計制約に依存することになる。
【００１９】
　[0036]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０
６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上
で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これ
により、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソース
を識別することが可能になる。
【００２０】
　[0037]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを介した送信のための
データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおい
て良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルスト
リームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２１】
　[0038]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトラム拡散（spread-s
pectrum）技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサ
ブキャリアからデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与え
る。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たと
えば、サイクリックプレフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高
いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、
ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２２】
　[0039]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
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ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、ノーマルサイクリックプレフィ
ックスの場合、リソースブロックは、合計８４個のリソース要素について、周波数領域中
に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域中に７個の連続するＯＦＤＭシ
ンボルを含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスの場合、リソースブロックは、合
計７２個のリソース要素について、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含ん
でおり、時間領域中に６個の連続するＯＦＤＭシンボルを含んでいる。Ｒ３０２、３０４
として示されるリソース要素のうちのいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL refer
ence signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ
（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）
３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：ph
ysical DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック上で送信される。各リ
ソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信
するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高く
なる。
【００２３】
　[0040]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するため
にＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべて
のリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中
の連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリアを
含むデータセクションを生じる。
【００２４】
　[0041]ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するた
めに、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。
ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、デ
ータセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ：physical UL shared channel）中でデータまたはデータと制御情報の両方を送信し
得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピングし
得る。
【００２５】
　[0042]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロ
ックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いか
なるＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアン
ブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネ
ットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、あ
る時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨには
ない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレー
ムのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試
みを行うことができる。
【００２６】
　[0043]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
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コルアーキテクチャは、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３
とともに示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイ
ヤ信号処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ
２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵ
ＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００２７】
　[0044]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、メディアアクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と
、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サ
ブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ
１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端
（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイ
ヤとを含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００２８】
　[0045]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、紛失
データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic r
epeat request）による、順が狂った受信を補正するためのデータパケットの並べ替えと
を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多
重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソ
ース（たとえば、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１
０はまたＨＡＲＱ動作を担当する。
【００２９】
　[0046]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む
。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（たとえば、無線ベアラ）を取得することと
、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担
当する。
【００３０】
　[0047]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロー
ラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機
能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリック
に基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと
、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソー
ス割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケ
ットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３１】
　[0048]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
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）に基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディン
グとインターリービングとを含む。コーディングされ、変調されたシンボルは、次いで並
列ストリームに分割される。各ストリームは、次いで、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリ
ームを搬送する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ
、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化さ
れ、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用し
て互いに合成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空
間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーデ
ィングおよび変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャ
ネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィ
ードバックから導出され得る。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを
介して異なるアンテナ６２０に与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれ
ぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３２】
　[0049]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６はＬ１レイ
ヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられた
任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行し得る。複数の空
間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単
一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、高
速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリ
ームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャ
リアごとに別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと
、基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレー
ションポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャ
ネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、
物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元する
ために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントロ
ーラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００３３】
　[0050]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読
と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤ
の上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に与えられる。また、様々な
制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセ
ッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／また
は否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００３４】
　[0051]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよ
び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた
、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担当す



(15) JP 2017-504273 A 2017.2.2

10

20

30

40

50

る。
【００３５】
　[0052]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３６】
　[0053]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００３７】
　[0054]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロー
ラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号
と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位
レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５は
また、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使
用した誤り検出を担当する。
【００３８】
　[0055]拡張干渉管理およびトラフィック適応（ｅＩＭＴＡ：enhanced interference ma
nagement and traffic adaptation）に従って、ＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成（
以下、「サブフレーム構成」）が、トラフィックニーズに基づいて動的に変更され得る。
以下の表１に、例示的なサブフレーム構成を示す。
【００３９】
【表１】

【００４０】
　[0056]したがって、トラフィックニーズが（たとえば、短い持続時間中に）ダウンリン
ク上の大きいデータバーストの必要を示す場合、現在のサブフレーム構成が、より多くの
ＤＬサブフレームを含む別のサブフレーム構成に動的に変更され得る。たとえば、そのよ
うな場合、現在のサブフレーム構成が、６つのＤＬサブフレームと４つのＵＬサブフレー
ムとをもつサブフレーム構成＃１である場合、サブフレーム構成は、ＤＬ上の大きいデー
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タバーストの必要に適応するために、９つのＤＬサブフレームと１つのＵＬサブフレーム
とをもつ（したがって、サブフレーム構成＃１よりも多くのＤＬサブフレームを有する）
サブフレーム構成＃５に変更され得る。各セルは、独立してサブフレーム構成を採用し得
る。異なるサブフレーム構成を採用する複数のセルは、異なるセル中のＵＥ間の干渉をも
たらし得る。たとえば、あるサブフレーム構成をもつ第１のセル中のＵＥおよび異なるサ
ブフレーム構成をもつ第２のセル中の別のＵＥがＵＥ間干渉を受け得る。特に、たとえば
、ＵＥ間干渉は、第１のセル中であるタイプの通信のために構成され、第２のセル中で別
のタイプの通信のために構成されたサブフレーム中に存在し得る。したがって、たとえば
、ＵＥ間干渉は、第１のセル中でＤＬサブフレームとして使用され、第２のセル中でＵＬ
サブフレームとして使用されるサブフレーム中に存在し得る。第１のセルと第２のセルの
両方の中で同じタイプの通信（たとえば、ＵＬまたはＤＬ）のために使用されるサブフレ
ームの場合、基地局ＵＥ間（ＢＳ－ＵＥ間）干渉が存在し得る。
【００４１】
　[0057]図７は、異なるサブフレーム構成を利用する２つのセルを示す例示的な図７００
である。図７では、セルＡ７２０を有するｅＮＢ　Ａ７１０がサブフレーム構成＃１　７
１２を利用する。セルＢ７６０を有するｅＮＢ　Ｂ７５０がサブフレーム構成＃２　７５
２を利用する。サブフレーム＃３または＃８において、セルＡ７２０中の第１のＵＥ７２
２がｅＮＢ　Ａ７１０にＵＬ信号７３２を送り、セルＡ７２０中の第２のＵＥ７２４がＵ
Ｌ信号７３４を送る。サブフレーム＃３または＃８において、セルＢ７６０中の第３のＵ
Ｅ７６２がダウンリンク信号７７２を受信し、セルＢ７６０中の第４のＵＥ７６４がダウ
ンリンク信号７７４を受信する。図７に示されている例では、セルＡ７２０の第２のＵＥ
７２４とセルＢ７６０の第３のＵＥ７６２との間にＵＥ間干渉が存在する。サブフレーム
＃３および８が、ｅＮＢ　Ａ７１０とｅＮＢ　Ｂ７５０との間の異なるタイプの通信のた
めに構成されたフレキシブルサブフレームであるので、ＵＥ間干渉はサブフレーム＃３お
よびサブフレーム＃８中に存在し、ここで、サブフレーム＃３および８は、ｅＮＢ　Ａ７
１０のためのＵＬサブフレームであり、ｅＮＢ　Ｂ７５０のためのＤＬサブフレームであ
る。サブフレーム＃３および＃８以外のサブフレームの場合、通信のタイプ（たとえば、
ＵＬまたはＤＬ）は、サブフレーム構成＃１　７１２とサブフレーム構成＃２　７５２と
の間で同じである。したがって、サブフレーム＃０、１、２、４、５、６、７、および９
の場合、ｅＮＢ　Ａ７１０と第１のＵＥ７２２および第２のＵＥ７２４のうちの少なくと
も１つとの間のＢＳ－ＵＥ間干渉が存在し得、ｅＮＢ　Ｂ７５０と第３のＵＥ７６２およ
び第４のＵＥ７６４のうちの少なくとも１つとの間のＢＳ－ＵＥ間干渉が存在し得る。
【００４２】
　[0058]図８は、サブフレーム構成における固定サブフレームおよびフレキシブルサブフ
レームを示す例示的な図８００である。サブフレーム＃０、１、および２は固定サブフレ
ーム８０２である。サブフレーム＃３および４はフレキシブルサブフレームである。サブ
フレーム＃５および６は固定サブフレームである。サブフレーム＃７、８、および９はフ
レキシブルサブフレームである。固定サブフレームは、構成＃０～６の全体にわたって同
じタイプの通信のために構成される。フレキシブルサブフレームは、構成＃０～６の全体
にわたって異なるタイプの通信のために構成され得る。フレキシブルサブフレーム中の干
渉は固定サブフレーム中の干渉とは異なる。たとえば、上記で説明したように、ＵＥ間干
渉はフレキシブルサブフレーム中に存在し得、ＢＳ－ＵＥ間干渉は固定サブフレーム中に
存在し得る。したがって、ｅＩＭＴＡでは、固定サブフレームとフレキシブルサブフレー
ムの両方の中でチャネル状態情報（ＣＳＩ：channel state information）を測定するこ
とが望ましい。ＣＳＩが、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ：channel quality indica
tor）と、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ：precoding matrix indicator）
と、ランクインジケータ（ＲＩ：rank indicator）と（たとえば、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ
）を含み得ることに留意されたい。３ＧＰＰは、ｅＩＭＴＡにおいてＵＥのための周期Ｃ
ＱＩフィードバックと非周期ＣＱＩフィードバックの両方をサポートする。周期ＣＱＩは
、特殊な構成によるｅＮＢ実装形態を介してサポートされ得る。非周期ＣＱＩは、以下で
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説明するようにタイムライン／基準サブフレーム設計によってサポートされ得る。
【００４３】
　[0059]ＴＤＤでは、ＵＥは、サブフレームｍ＋ｋにおいて、ＵＬによって、非周期ＣＱ
Ｉを含む非周期ＣＳＩをｅＮＢに送信し得る。ここで、ｍは、ＵＥにおいてＣＳＩ要求が
受信されたサブフレームを示す。ＣＳＩ要求は、１に設定されたＣＳＩ要求フィールドを
もつＰＤＣＣＨ中のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット０／４で受信され得る
。ｋは、以下の表２に示す仕様において与えられる。したがって、たとえば、サブフレー
ム構成＃０の場合、ＣＳＩ要求がサブフレーム＃１（ｍ＝１）において受信された場合、
ｋは６であり、したがって、非周期ＣＱＩ情報はサブフレーム＃７（ｍ＋ｋ＝７）におい
て送信される。ＣＱＩ推定のために使用される基準サブフレームは、概して、ＵＥが（た
とえば、ＤＣＩフォーマット０／４で）ＣＳＩ要求を受信したサブフレームであるサブフ
レームｍである。
【００４４】
【表２】

【００４５】
　[0060]ｅＩＭＴＡのための動作を簡略化するために、１つまたは複数のＤＬ／ＵＬサブ
フレーム構成は、いくつかの物理レイヤ動作のための基準構成として定義され得る。ＤＬ
基準サブフレーム構成がＤＬ　ＨＡＲＱ動作のために使用され、ＵＬ基準サブフレーム構
成がＵＬ　ＨＡＲＱ動作のために使用されるように、ＤＬ基準サブフレーム構成はサブフ
レーム構成のうちの１つに基づいて定義され得、ＵＬ基準サブフレーム構成はサブフレー
ム構成のうちの別の１つに基づいて定義され得る。たとえば、ＤＬ基準サブフレーム構成
設計に関して、ＤＬ　ＨＡＲＱ動作は、フレーム（またはフレームの半分）中で使用中の
実際のＤＬ／ＵＬサブフレーム構成にかかわらず、ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成＃５に基
づき得る。すなわち、動的ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成が有効にされた場合、ＤＬ　ＨＡ
ＲＱタイミングは、８つのＤＬサブフレーム（＃０、１、および３～９）と１つのＵＬサ
ブフレーム（＃３）とをもつサブフレーム構成＃５（たとえば、８：１ＤＬ／ＵＬサブフ
レーム構成）に基づき得る。ＵＬ基準サブフレーム構成設計に関して、ＵＬ　ＨＡＲＱ動
作は、フレーム（またはフレームの半分）中で使用中の実際のＤＬ／ＵＬサブフレーム構
成にかかわらず、ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成＃０に基づき得る。すなわち、動的ＤＬ／
ＵＬサブフレーム構成が有効にされた場合、ＵＬ　ＨＡＲＱタイミングは、４つのＤＬサ
ブフレーム（＃０、１、５、および６）と６つのＵＬサブフレーム（＃２～４および７～
９）とをもつサブフレーム構成＃０（たとえば、４：６ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成）に
基づき得る。
【００４６】
　[0061]図９は、ＤＬおよびＵＬ基準サブフレーム構成による、サブフレーム９０１を用
いたＤＬ　ＨＡＲＱ動作およびＵＬ　ＨＡＲＱ動作の例示的なＨＡＲＱ動作９００である
。図９に示されている例では、ＤＬ基準サブフレーム構成はＤＬ　ＨＡＲＱ動作のために



(18) JP 2017-504273 A 2017.2.2

10

20

30

40

50

サブフレーム構成＃５を利用し、ＵＬ基準サブフレーム構成はＵＬ　ＨＡＲＱ動作のため
にサブフレーム構成＃０を利用する。したがって、サブフレーム＃０および５はＤＬ　Ｈ
ＡＲＱ動作とＵＬ　ＨＡＲＱ動作の両方のためのＤＬサブフレームとして固定され、サブ
フレーム＃１はＤＬ　ＨＡＲＱ動作とＵＬ　ＨＡＲＱ動作の両方のためのスペシャルサブ
フレームとして固定され、サブフレーム＃２はＤＬ　ＨＡＲＱ動作とＵＬ　ＨＡＲＱ動作
の両方のためのＵＬサブフレームとして固定される。サブフレーム＃３、４、７、８、お
よび９の各々は、動作がＤＬ　ＨＡＲＱ動作であるのかＵＬ　ＨＡＲＱ動作であるのかに
応じてＵＬサブフレームまたはＤＬサブフレームとして使用されるＤＬ／ＵＬサブフレー
ムである。特に、サブフレーム＃３、４、７、８、および９は、サブフレーム構成＃５に
基づいてＤＬ　ＨＡＲＱ動作のためのＤＬサブフレームとして使用され、サブフレーム＃
３、４、７、８、および９は、サブフレーム構成＃０に基づいてＵＬ　ＨＡＲＱ動作のた
めのＵＬサブフレームとして使用される。サブフレーム＃６は、動作がＤＬ　ＨＡＲＱ動
作であるのかＵＬ　ＨＡＲＱ動作であるのかに応じてＤＬサブフレームまたはスペシャル
サブフレームとして使用されるＤＬ／スペシャルサブフレームである。図９に示されてい
るように、第１のＤＬ　ＨＡＲＱ動作９１１中に、ＵＥは、サブフレーム＃９、０、１、
３、４、５、６、７、および８においてＤＬデータを受信し得、サブフレーム＃２（９１
３）においてＵＬ応答を送信し得る。さらに、図９に示されているように、第１のＵＬ　
ＨＡＲＱ動作９５１中に、ＵＥはサブフレーム＃０においてＤＬ制御を受信し、サブフレ
ーム＃４および７において、関連付けられたＵＬ情報を送信し得る。第２のＵＬ　ＨＡＲ
Ｑ動作９５３中に、ＵＥはサブフレーム１においてＤＬ制御を受信し、サブフレーム＃７
および８において、関連付けられたＵＬ情報を送信し得る。
【００４７】
　[0062]非周期ＣＳＩ報告のためのタイムラインは、非周期ＣＳＩ（Ａ－ＣＳＩ）報告を
送るために、ＨＡＲＱ　ＵＬ基準構成を再利用し得る。その結果、ｅＮＢは固定ＤＬサブ
フレーム中でＣＳＩ要求を送る。サブフレーム構成＃０がＵＬ基準構成として使用される
例示的な事例では、ｅＮＢは、サブフレーム＃０、１、５および６などの固定ＤＬサブフ
レーム中でＣＳＩ要求を送る。図１０は、Ａ－ＣＳＩ設計の一例を示す例示的な図１００
０である。図１０では、第１の時間期間１０１０から第２の時間期間１０５０に進むとき
、サブフレーム構成は、第１の時間期間１０１０のサブフレーム構成＃２から第２の時間
期間１０５０のサブフレーム構成＃１に変更される。サブフレーム構成＃０がＵＬ基準構
成として使用されるとき、ＣＳＩ要求は、各時間期間のサブフレーム構成にかかわらず、
サブフレーム＃０、１、５および／または６中で送られ得る。したがって、図１０では、
第１の時間期間１０１０中に、ｅＮＢはサブフレーム＃１において第１のＡ－ＣＳＩ要求
を送る。それに応答して、ＵＥは、第１の時間期間１０１０中に、サブフレーム＃１にお
いて第１のＣＳＩを測定し、その後、サブフレーム＃７において、測定された第１のＣＳ
Ｉを含む第１のＣＳＩ報告を送る。ｅＮＢはサブフレーム＃６において第２のＡ－ＣＳＩ
要求を送る。それに応答して、ＵＥは、第１の時間期間１０１０中にサブフレーム＃６に
おいて第２のＣＳＩを測定し、その後、第２の時間期間１０５０中にサブフレーム＃２に
おいて、測定された第２のＣＳＩを含む第２のＣＳＩ報告を送る。
【００４８】
　[0063]要約すると、ｅＮＢは、概して、固定サブフレーム中でＣＳＩ要求をＵＥに送り
、ＵＥは、ＣＳＩ要求が送られる固定サブフレーム中でＣＳＩを測定する。したがって、
ＣＳＩが測定される基準サブフレームは、概して、ＣＳＩ要求が送られる固定サブフレー
ムである。たとえば、基準サブフレームにおいて、ＵＥは、ダウンリンク制御情報（ＤＣ
Ｉ）フォーマット０／４でＣＳＩ要求を受信し得る。固定サブフレーム中で測定されたＣ
ＳＩは、次いで、ｅＮＢに報告される。したがって、ＵＥは、概して、ＣＳＩ要求が送ら
れる固定サブフレーム中でＣＳＩを測定するので、フレキシブルサブフレーム中のＣＳＩ
はｅＮＢに報告されないことがあるが、固定サブフレーム中のＣＳＩはｅＮＢに報告され
得る。基準サブフレームは、ＵＥがＤＣＩフォーマット０／４でトリガインジケータを受
信するサブフレームであることに留意されたい。固定サブフレームにおいてならびにフレ
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キシブルサブフレームにおいてＣＳＩを測定することを可能にするために、フレキシブル
サブフレームおよび／または固定サブフレームにおいて基準サブフレームを決定するため
に、以下の手法が利用され得る。
【００４９】
　[0064]ＵＥがＡ－ＣＳＩ要求を受信したとき、ＵＥは、チャネルおよび／または干渉を
測定し、測定されたチャネルおよび／または干渉に基づいてＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを計算
し、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを含むＡ－ＣＳＩ報告を送る。第１の手法によれば、ＣＳＩ値
（たとえば、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ）を計算するためのチャネル測定および干渉測定は同
じ基準サブフレーム中で実行され、これはＤＬサブフレームである。基準サブフレームは
、サブフレーム構成に応じて、固定サブフレームまたはフレキシブルサブフレームであり
得る。ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームとの
間の報告遅延に基づいて、および／またはＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームに基づいて、
基準サブフレームのロケーションおよびタイプ（たとえば、固定サブフレームまたはフレ
キシブルサブフレーム）を決定し得る。基準サブフレームを決定する際の３つの事例が存
在し得る。ｎがＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームであり、ｘが報告遅延であり、ｎ－ｘが
Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームであると仮定する。基準サブフレームはｎ－ｎCQI_ref

として表され得、ここで、ｎCQI_refは、基準サブフレームとＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフ
レームとの間の基準遅延である。基準サブフレームｎ－ｎCQI_refのロケーションおよび
タイプは、Ａ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎと、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームｎ－
ｘと、基準遅延ｎCQI_refと、報告遅延ｘとのうちの少なくとも１つに基づいて、以下の
３つの事例に従って決定され得る。
【００５０】
　[0065]第１の事例では、報告遅延ｘが４つのサブフレームである場合、ｎCQI_refは４
つのサブフレームである。第１の事例では、基準サブフレームｎ－ｎCQI_refはＡ－ＣＳ
Ｉ要求ＤＬサブフレームと同じであり、したがって、基準サブフレームは固定ＤＬサブフ
レームである。第１の事例では、ＵＥは、基準サブフレームにおいて固定サブフレームに
基づいてチャネルおよび干渉を測定し、チャネル測定および干渉測定に基づく固定ＤＬサ
ブフレームについてのＡ－ＣＳＩ報告を送る。第２の事例では、報告遅延が４つのサブフ
レームよりも大きく、ｎ－４に対応するサブフレームが測定のための有効なＤＬサブフレ
ームである場合、ｎCQI_refは４つのサブフレームである。第２の事例では、基準サブフ
レームｎ－ｎCQI_refはフレキシブルＤＬサブフレームである。したがって、ＵＥは、基
準サブフレームにおいてフレキシブルサブフレームに基づいてチャネルおよび干渉を測定
し、チャネル測定および干渉測定に基づくフレキシブルＤＬサブフレームについてのＡ－
ＣＳＩ報告を送る。第３の事例では、報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、ｎ－
４に対応するサブフレームがＵＬサブフレームまたはＭＢＳＦＮサブフレームである場合
、ｎCQI_refは報告遅延ｘに等しい。第３の事例では、基準サブフレームｎ－ｎCQI_refは
固定ＤＬサブフレームである。したがって、ＵＥは、基準サブフレームにおいて固定サブ
フレームに基づいてチャネルおよび干渉を測定し、チャネル測定および干渉測定に基づく
固定ＤＬサブフレームについてのＡ－ＣＳＩ報告を送る。
【００５１】
　[0066]図１１Ａから図１１Ｃは、第１の手法を示す例示的な図である。図１１Ａは、第
１の手法の第１の事例の一例を示す例示的な図１１００である。例示的な図１１００はサ
ブフレーム構成＃０に基づく。Ａ－ＣＳＩ要求１１０２がサブフレーム＃０において受信
され、Ａ－ＣＳＩ報告１１０４を送るためのＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎがサブフ
レーム＃４である。図１１Ａでは、Ａ－ＣＳＩ要求１１０２とＡ－ＣＳＩ報告１１０４と
の間の報告遅延ｘが４つのサブフレームであるので、基準遅延ｎCQI_refも４つのサブフ
レームである。したがって、基準サブフレームｎ－ｎCQI_refのロケーションはＡ－ＣＳ
Ｉ要求ＤＬサブフレームのロケーションと同じである。図１１Ａの例では、Ａ－ＣＳＩ要
求ＤＬサブフレームは、サブフレーム＃０であり、固定サブフレームである。したがって
、図１１Ａでは、ＵＥは、１１０６において、固定サブフレームに基づいてサブフレーム



(20) JP 2017-504273 A 2017.2.2

10

20

30

40

50

＃０においてチャネルおよび干渉を測定する。その後、ＵＥは、測定されたチャネルおよ
び干渉に基づいてＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを計算し、サブフレーム＃４において、固定ＤＬ
サブフレームについてのＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを含むＡ－ＣＳＩ報告１１０４を送る。
【００５２】
　[0067]図１１Ｂは、第１の手法の第２の事例の一例を示す例示的な図１１３０である。
例示的な図１１３０はサブフレーム構成＃２に基づく。Ａ－ＣＳＩ要求１１３２がサブフ
レーム＃１において受信され、Ａ－ＣＳＩ報告１１３４を送るためのＡ－ＣＳＩ報告ＵＬ
サブフレームｎがサブフレーム＃７である。図１１Ｂでは、Ａ－ＣＳＩ要求１１３２とＡ
－ＣＳＩ報告１１３４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームよりも大きく、ｎ－４に
対応するサブフレームが、サブフレーム＃３であるＤＬサブフレームである。その結果、
基準遅延ｎCQI_refも４つのサブフレームである。したがって、基準サブフレームｎ－ｎC

QI_refは、フレキシブルＤＬサブフレームであるサブフレーム＃３に配置される。ＵＥが
Ａ－ＣＳＩ要求１１３２を受信した後、ＵＥは、１１３６において、フレキシブルサブフ
レームに基づいてサブフレーム＃３においてチャネルおよび干渉を測定する。その後、Ｕ
Ｅは、測定されたチャネルおよび干渉に基づいてＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを計算し、サブフ
レーム＃７において、フレキシブルＤＬサブフレームについてのＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを
含むＡ－ＣＳＩ報告１１３４を送る。
【００５３】
　[0068]図１１Ｃは、第１の手法の第３の事例の一例を示す例示的な図１１６０である。
例示的な図１１６０はサブフレーム構成＃１に基づく。Ａ－ＣＳＩ要求１１６２がサブフ
レーム＃１において受信され、Ａ－ＣＳＩ報告１１６４を送るためのＡ－ＣＳＩ報告ＵＬ
サブフレームｎがサブフレーム＃７である。図１１Ｃでは、Ａ－ＣＳＩ要求１１６２とＡ
－ＣＳＩ報告１１６４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームよりも大きく、ｎ－４に
対応するサブフレームが、サブフレーム＃３であるＵＬサブフレームである。その結果、
基準遅延ｎCQI_refは報告遅延ｘに等しい。したがって、基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref

は、固定サブフレームおよびＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームである、サブフレーム＃１
に配置される。ＵＥがＡ－ＣＳＩ要求１１６２を受信した後、ＵＥは、１１６６において
、固定ＤＬサブフレームに基づいてサブフレーム＃１においてチャネルおよび干渉を測定
する。その後、ＵＥは、測定されたチャネルおよび干渉に基づいてＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ
を計算し、サブフレーム＃７において、固定ＤＬサブフレームについてのＣＱＩ／ＰＭＩ
／ＲＩを含むＡ－ＣＳＩ報告１１３４を送る。
【００５４】
　[0069]第２の手法によれば、異なるＤＬサブフレーム中でまたは同じＤＬサブフレーム
中で、チャネル品質測定および干渉測定が実行され得る。特に、チャネル品質測定は、Ａ
－ＣＳＩ要求が受信されるサブフレーム（たとえば、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレーム）
において実行される。干渉測定は、サブフレーム構成に応じて、固定ＤＬサブフレームま
たはフレキシブルＤＬサブフレームであり得る、基準サブフレームにおいて実行される。
干渉測定の場合、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフ
レームとの間の報告遅延に基づいて、および／またはＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームに
基づいて、基準サブフレームのロケーションおよびタイプ（たとえば、固定サブフレーム
またはフレキシブルサブフレーム）を決定し得る。干渉測定のための基準サブフレームを
決定する際の３つの事例が存在し得る。ｎがＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームであり、ｘ
が報告遅延であり、ｎ－ｘがＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームであると仮定する。基準サ
ブフレームｎ－ｎCQI_refのロケーションおよびタイプは、以下の３つの事例に従って決
定され得、ここで、ｎCQI_refは、基準サブフレームとＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレーム
との間の基準遅延である。
【００５５】
　[0070]第１の事例では、報告遅延ｘが４つのサブフレームである場合、ｎCQI_refは４
つのサブフレームである。第１の事例では、干渉測定のための基準サブフレームｎ－ｎCQ

I_refはＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームと同じであり、したがって、チャネルと干渉の
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両方は、固定サブフレームであるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームにおいて測定される。
したがって、ＵＥは、基準サブフレームにおいて固定ＤＬサブフレームに基づいてチャネ
ルおよび干渉を測定し、チャネル測定および／または干渉測定に基づく固定ＤＬサブフレ
ームについてのＡ－ＣＳＩ報告を送る。第２の事例では、報告遅延が４つのサブフレーム
よりも大きく、ｎ－４に対応するサブフレームがＤＬサブフレームである場合、ｎCQI_re

fは４つのサブフレームである。第２の事例では、干渉測定のための基準サブフレームｎ
－ｎCQI_refはフレキシブルＤＬサブフレームであり、したがって、ＵＥはフレキシブル
ＤＬサブフレームについてのＡ－ＣＳＩ報告を送る。したがって、第２の事例では、チャ
ネルはＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームにおいて測定され、干渉は、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬ
サブフレームとは異なる基準サブフレームにおいて測定される。その後、第２の事例では
、ＵＥは、あるサブフレーム（たとえば、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレーム）におけるチ
ャネル測定と別のサブフレーム（たとえば、基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref）における
干渉測定とに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送る。第３の事例では、報告遅延が４つのサブフレ
ームよりも大きく、ｎ－４に対応するサブフレームがＵＬサブフレームまたはＭＢＳＦＮ
サブフレームである場合、ｎCQI_refは報告遅延ｘに等しい。第３の事例では、干渉測定
のための基準サブフレームｎ－ｎCQI_refはＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームと同じあり
得、したがって、チャネルと干渉の両方はＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームにおいて測定
される。第３の事例では、干渉測定のための基準サブフレームｎ－ｎCQI_refは固定サブ
フレームである。したがって、ＵＥは、基準サブフレームにおいて固定ＤＬサブフレーム
に基づいてチャネルおよび干渉を測定し、チャネル測定および干渉測定に基づく固定ＤＬ
サブフレームについてのＡ－ＣＳＩ報告を送る。
【００５６】
　[0071]図１２Ａから図１２Ｃは、第２の手法を示す例示的な図である。図１２Ａは、第
２の手法の第１の事例の一例を示す例示的な図１２００である。例示的な図１２００はサ
ブフレーム構成＃０に基づき、Ａ－ＣＳＩ報告１２０４を送るためのＡ－ＣＳＩ報告ＵＬ
サブフレームｎがサブフレーム＃４である。図１２Ａでは、チャネル測定は、Ａ－ＣＳＩ
要求１２０２が受信されるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームである、サブフレーム＃０に
おいて実行される。図１２Ａでは、Ａ－ＣＳＩ要求１２０２とＡ－ＣＳＩ報告１２０４と
の間の報告遅延ｘが４つのサブフレームであるので、基準遅延ｎCQI_refも４つのサブフ
レームである。したがって、干渉測定のための基準サブフレームｎ－ｎCQI_refのロケー
ションはＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームのロケーションと同じである。図１２Ａの例で
は、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームは、サブフレーム＃０であり、固定サブフレームで
ある。したがって、図１２Ａでは、ＵＥは、１２０６において、固定サブフレームに基づ
いてサブフレーム＃０においてチャネルおよび干渉を測定する。その後、ＵＥは、測定さ
れたチャネルおよび干渉に基づいてＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを計算し、サブフレーム＃４に
おいて、固定ＤＬサブフレームについてのＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを含むＡ－ＣＳＩ報告１
２０４を送る。
【００５７】
　[0072]図１２Ｂは、第２の手法の第２の事例の一例を示す例示的な図１２３０である。
例示的な図１２３０はサブフレーム構成＃２に基づき、Ａ－ＣＳＩ報告１２３４を送るた
めのＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎがサブフレーム＃７である。図１２Ｂでは、チャ
ネル測定は、Ａ－ＣＳＩ要求１２３２が受信されるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームであ
る、サブフレーム＃１において実行される。図１２Ｂでは、Ａ－ＣＳＩ要求１２３２とＡ
－ＣＳＩ報告１２３４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームよりも大きく、ｎ－４に
対応するサブフレームが、サブフレーム＃３であるＤＬサブフレームである。その結果、
基準遅延ｎCQI_refも４つのサブフレームである。したがって、基準サブフレームｎ－ｎC

QI_refは、フレキシブルＤＬサブフレームであるサブフレーム＃３に配置される。ＵＥが
Ａ－ＣＳＩ要求１２３２を受信した後、ＵＥは、１２３６において、フレキシブルサブフ
レームに基づいてサブフレーム＃３において干渉を測定し、１２３８において、固定サブ
フレームに基づいてサブフレーム＃１においてチャネルを測定する。その後、ＵＥは、測
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定されたチャネルおよび干渉に基づいてＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを計算し、サブフレーム＃
７において、フレキシブルＤＬサブフレームについてのＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを含むＡ－
ＣＳＩ報告１２３４を送る。
【００５８】
　[0073]図１２Ｃは、第２の手法の第３の事例の一例を示す例示的な図１２６０である。
例示的な図１２６０はサブフレーム構成＃１に基づく。Ａ－ＣＳＩ要求１２６２がサブフ
レーム＃１において送られ、Ａ－ＣＳＩ報告１２６４を送るためのＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサ
ブフレームｎがサブフレーム＃７である。図１２Ｃでは、チャネル測定は、Ａ－ＣＳＩ要
求１２６２が受信されるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームである、サブフレーム＃１にお
いて実行される。図１２Ｃでは、Ａ－ＣＳＩ要求１２６２とＡ－ＣＳＩ報告１２６４との
間の報告遅延ｘが４つのサブフレームよりも大きく、ｎ－４に対応するサブフレームが、
サブフレーム＃３であるＵＬサブフレームである。その結果、基準遅延ｎCQI_refは報告
遅延ｘに等しい。したがって、干渉測定のための基準サブフレームｎ－ｎCQI_refは、固
定サブフレームおよびＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームである、サブフレーム＃１に配置
される。ＵＥがＡ－ＣＳＩ要求１２６２を受信した後、ＵＥは、１２６６において、固定
サブフレームに基づいてサブフレーム＃１においてチャネルおよび干渉を測定する。その
後、ＵＥは、測定されたチャネルおよび干渉に基づいてＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを計算し、
サブフレーム＃７において、固定ＤＬサブフレームについてのＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを含
むＡ－ＣＳＩ報告１２６４を送る。
【００５９】
　[0074]第３の手法によれば、複数の基準サブフレーム中で測定されたＣＳＩ値は、組み
合わせられ、ｅＮＢに報告され得、ここで、各ＣＳＩはそれぞれのＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ
を含む。特に、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームと報告遅延とに基づいて、単一
のＣＳＩを報告すべきなのか複数のＣＳＩを報告すべきなのかを決定し得る。単一のＣＳ
Ｉを報告すべきなのか複数のＣＳＩを報告すべきなのかに関する決定は、Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームのロケーションにさらに基づき得る。ＵＥが複数のＣＳＩを報
告することを決定した場合、ＵＥは、たとえば、第１の基準サブフレームに対応する第１
のＣＳＩを計算し、第２の基準サブフレームに対応する第２のＣＳＩを計算し、次いで、
それらを一緒に報告するために第１のＣＳＩと第２のＣＳＩとを組み合わせ得る。一例で
は、ＵＥは、第１のＣＳＩを計算するために、フレキシブルサブフレームである第１の基
準サブフレームにおいてチャネルおよび／または干渉を測定し得、また、第２のＣＳＩを
計算するために、固定サブフレームである第２の基準サブフレームにおいてチャネルおよ
び／または干渉を測定し得る。その後、ＵＥは、同じＣＳＩ報告中で第１のＣＳＩと第２
のＣＳＩとを送るために、第１のＣＳＩと第２のＣＳＩとを組み合わせ（たとえば、多重
化し）得る。ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレー
ムとの間の報告遅延に基づいて、および／またはＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームに基づ
いて、各基準サブフレームのロケーションおよびタイプ（たとえば、固定サブフレームま
たはフレキシブルサブフレーム）を決定し得る。
【００６０】
　[0075]第３の手法の第１のシナリオでは、各ＣＳＩ値を計算するためのチャネル測定お
よび干渉測定は、ＤＬサブフレームである同じ基準サブフレーム中で実行される。基準サ
ブフレームを決定する際の３つの事例が存在し得る。ｎがＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレー
ムであり、ｘが報告遅延であり、ｎ－ｘがＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームであると仮定
する。フレキシブルサブフレームＣＳＩのための第１の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref1

および／または固定サブフレームＣＳＩのための第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2

のロケーションならびにタイプは、以下の３つの事例に従って決定され得、ここで、ｎCQ

I_ref1は、第１の基準サブフレームとＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎとの間の基準遅
延であり、ｎCQI_ref2は、第２の基準サブフレームとＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎ
との間の基準遅延である。
【００６１】
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　[0076]第１の事例では、報告遅延ｘが４つのサブフレームである場合、ｎCQI_ref2は４
つのサブフレームであり、ＵＥはフレキシブルサブフレームのＣＳＩを報告しない。第１
の事例では、第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2はＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレーム
と同じであり、したがって、第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2は固定サブフレーム
である。第１の事例では、ＵＥは、第２の基準サブフレームにおいて固定サブフレームに
基づいてチャネルおよび干渉を測定し、チャネルおよび干渉に基づく固定サブフレームに
ついてのＡ－ＣＳＩ報告を送る。第１の事例では、フレキシブルサブフレームに基づくチ
ャネルおよび干渉が測定されないか、または報告されないことがあることに留意されたい
。第２の事例では、報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、ｎ－４に対応するサブ
フレームがＤＬサブフレームである場合、ｎCQI_ref1は４つのサブフレームであり、ｎCQ

I_ref2は報告遅延ｘに等しい。第２の事例では、ＵＥは、フレキシブルサブフレームであ
る第１の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref1のフレキシブルサブフレームＣＳＩと、固定サ
ブフレームである第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2の固定サブフレームＣＳＩとを
組み合わせ、その後、サブフレームｎ中でフレキシブルサブフレームＣＳＩと固定サブフ
レームＣＳＩとをもつＡ－ＣＳＩ報告を送る。第３の事例では、報告遅延が４つのサブフ
レームよりも大きく、ｎ－４に対応するサブフレームがＵＬサブフレームまたはＭＢＳＦ
Ｎサブフレームである場合、ｎCQI_ref2は報告遅延ｘに等しく、ＵＥはフレキシブルサブ
フレームのＣＳＩを報告しない。第３の事例では、第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_re

f2は、固定サブフレームであるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームと同じであり得る。した
がって、ＵＥは、第２の基準サブフレームにおいて固定サブフレームに基づいてチャネル
および干渉を測定し、チャネルおよび干渉に基づく固定サブフレームについてのＡ－ＣＳ
Ｉ報告を送る。第３の事例では、フレキシブルサブフレームに基づくチャネルおよび干渉
が測定されないか、または報告されないことがあることに留意されたい。
【００６２】
　[0077]第３の手法の第２のシナリオでは、各ＣＳＩのためのチャネル品質測定および干
渉測定が、異なるＤＬサブフレーム中で実行される。特に、各ＣＳＩのためのチャネル測
定は、Ａ－ＣＳＩ要求が受信されるサブフレーム（たとえば、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフ
レーム）において実行される。干渉測定は、サブフレーム構成に応じて、固定サブフレー
ムまたはフレキシブルサブフレームであり得る、基準フレームにおいて実行される。干渉
測定の場合、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレー
ムとの間の報告遅延に基づいて、および／またはＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームに基づ
いて、基準サブフレームのロケーションおよびタイプ（たとえば、固定サブフレームまた
はフレキシブルサブフレーム）を決定し得る。
【００６３】
　[0078]干渉測定のための基準サブフレームを決定する際の３つの事例が存在し得る。ｎ
がＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームであり、ｘが報告遅延であり、ｎ－ｘがＡ－ＣＳＩ要
求ＤＬサブフレームであると仮定する。フレキシブルサブフレームＣＳＩのための第１の
基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref1および／または固定サブフレームＣＳＩのための第２の
基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2のロケーションならびにタイプは、以下の３つの事例に
従って決定され得、ここで、ｎCQI_ref1は、第１の基準サブフレームとＡ－ＣＳＩ報告Ｕ
Ｌサブフレームとの間の基準遅延であり、ｎCQI_ref2は、第２の基準サブフレームとＡ－
ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームとの間の基準遅延である。
【００６４】
　[0079]第１の事例では、報告遅延ｘが４つのサブフレームである場合、ｎCQI_ref2は４
つのサブフレームであり、ＵＥはフレキシブルサブフレームのＣＳＩを報告しない。第１
の事例では、干渉測定のための第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2は、固定サブフレ
ームであり、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームと同じである。したがって、第１の事例で
は、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームにおいて固定サブフレームに基づいて固定
サブフレームＣＳＩのためのチャネルと干渉の両方を測定し、チャネルおよび干渉に基づ
く固定サブフレームについてのＡ－ＣＳＩ報告を送る。第２の事例では、報告遅延が４つ
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のサブフレームよりも大きく、ｎ－４に対応するサブフレームがＤＬサブフレームである
場合、ｎCQI_ref1は４つのサブフレームであり、ｎCQI_ref2は報告遅延ｘに等しい。特に
、第２の事例では、第１の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref1のフレキシブルサブフレーム
ＣＳＩを計算するために、フレキシブルサブフレームＣＳＩのためのチャネルはＡ－ＣＳ
Ｉ要求ＤＬサブフレームにおいて測定され、フレキシブルサブフレームＣＳＩのための干
渉は別個の基準サブフレームにおいて測定される。さらに、第２の事例では、第２の基準
サブフレームｎ－ｎCQI_ref2の固定サブフレームＣＳＩを計算するために、固定サブフレ
ームＣＳＩのためのチャネルおよび干渉はＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームにおいて測定
される。第２の事例では、ＵＥは、その後、フレキシブルサブフレームである第１の基準
サブフレームｎ－ｎCQI_ref1に対応するフレキシブルサブフレームＣＳＩと、固定サブフ
レームである第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2に対応する固定サブフレームＣＳＩ
とを組み合わせ、サブフレームｎ中でフレキシブルサブフレームＣＳＩと固定サブフレー
ムＣＳＩとをもつＡ－ＣＳＩ報告を送る。第３の事例では、報告遅延が４つのサブフレー
ムよりも大きく、ｎ－４に対応するサブフレームがＵＬサブフレームまたはＭＢＳＦＮで
ある場合、ｎCQI_ref2は報告遅延ｘに等しく、ＵＥはフレキシブルサブフレームのＣＳＩ
を報告しない。第３の事例では、干渉測定のための第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_re

f2は、固定サブフレームであるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームと同じであり得、したが
って、固定サブフレームＣＳＩのためのチャネルと干渉の両方はＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブ
フレームにおいて測定され得る。したがって、ＵＥは、固定サブフレームに基づいてチャ
ネルおよび干渉を測定し、チャネルおよび干渉に基づく固定サブフレームについてのＡ－
ＣＳＩ報告を送る。
【００６５】
　[0080]図１３Ａから図１３Ｃは、第３の手法の第１のシナリオを示す例示的な図である
。図１３Ａは、第３の手法の第１のシナリオの第１の事例の一例を示す例示的な図１３０
０である。例示的な図１３００はサブフレーム構成＃０に基づく。Ａ－ＣＳＩ要求１３０
２がサブフレーム＃０において受信され、Ａ－ＣＳＩ報告１３０４を送るためのＡ－ＣＳ
Ｉ報告ＵＬサブフレームｎがサブフレーム＃４である。図１３Ａでは、Ａ－ＣＳＩ要求１
３０２とＡ－ＣＳＩ報告１３０４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームであるので、
基準遅延ｎCQI_ref2も４つのサブフレームであり、ＵＥはフレキシブルサブフレームのＣ
ＳＩを報告しない。したがって、第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2のロケーション
は、サブフレーム＃０において、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームのロケーションと同じ
である。図１３Ａの例では、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームは、サブフレーム＃０であ
り、固定サブフレームである。したがって、図１３Ａでは、ＵＥは、１３０６において、
固定サブフレームに基づいてサブフレーム＃０においてチャネルおよび干渉を測定する。
その後、ＵＥは、測定されたチャネルおよび干渉に基づいて固定サブフレームＣＳＩを計
算し、サブフレーム＃４において、固定サブフレームについての固定サブフレームＣＳＩ
を含むＡ－ＣＳＩ報告１３０４を送る。
【００６６】
　[0081]図１３Ｂは、第３の手法の第１のシナリオの第２の事例の一例を示す例示的な図
１３３０である。例示的な図１３３０はサブフレーム構成＃２に基づく。Ａ－ＣＳＩ要求
１３３２がサブフレーム＃１において受信され、Ａ－ＣＳＩ報告１３３４を送るためのＡ
－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎがサブフレーム＃７である。図１３Ｂでは、Ａ－ＣＳＩ
要求１３３２とＡ－ＣＳＩ報告１３３４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームよりも
大きく、ｎ－４に対応するサブフレームが、サブフレーム＃３であるＤＬサブフレームで
ある。その結果、第１の基準遅延ｎCQI_ref1は４つのサブフレームであり、第２の基準遅
延ｎCQI_ref2は報告遅延ｘに等しい。したがって、第１の基準サブフレームｎ－ｎCQI_re

f1は、フレキシブルサブフレームであるサブフレーム＃３に配置され、第２の基準サブフ
レームｎ－ｎCQI_ref2は、固定サブフレームであるサブフレーム＃１に配置される。ＵＥ
がＡ－ＣＳＩ要求１３３２を受信した後、ＵＥは、１３３６において、フレキシブルサブ
フレームＣＳＩを計算するために、フレキシブルサブフレームに基づいてサブフレーム＃
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３においてチャネルおよび干渉を測定し、１３３８において、固定サブフレームＣＳＩを
計算するために、固定サブフレームに基づいてサブフレーム＃１においてチャネルおよび
干渉を測定する。その後、ＵＥは、フレキシブルサブフレームＣＳＩと固定サブフレーム
ＣＳＩとを組み合わせ、サブフレーム＃７において、フレキシブルサブフレームＣＳＩと
固定サブフレームＣＳＩとを含むＡ－ＣＳＩ報告１３３４を送る。
【００６７】
　[0082]図１３Ｃは、第３の手法の第１のシナリオの第３の事例の一例を示す例示的な図
１３６０である。例示的な図１３６０はサブフレーム構成＃１に基づく。Ａ－ＣＳＩ要求
１３６２がサブフレーム＃１において受信され、Ａ－ＣＳＩ報告１３６４を送るためのＡ
－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎがサブフレーム＃７である。図１３Ｃでは、Ａ－ＣＳＩ
要求１３６２とＡ－ＣＳＩ報告１３６４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームよりも
大きく、ｎ－４に対応するサブフレームが、サブフレーム＃３であるＵＬサブフレームで
ある。その結果、基準遅延ｎCQI_ref2は報告遅延ｘに等しく、ＵＥはフレキシブルサブフ
レームのＣＳＩを報告しない。したがって、第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2は、
固定サブフレームおよびＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームである、サブフレーム＃１に配
置される。ＵＥがＡ－ＣＳＩ要求１３６２を受信した後、ＵＥは、１３６６において、固
定サブフレームに基づいてサブフレーム＃１においてチャネルおよび干渉を測定する。そ
の後、ＵＥは、測定されたチャネルおよび干渉に基づいてＣＳＩを計算し、サブフレーム
＃７において、固定サブフレームについてのＣＳＩを含むＡ－ＣＳＩ報告１３３４を送る
。
【００６８】
　[0083]図１４Ａから図１４Ｃは、第３の手法の第２のシナリオを示す例示的な図である
。図１４Ａは、第３の手法の第２のシナリオの第１の事例の一例を示す例示的な図１４０
０である。例示的な図１４００はサブフレーム構成＃０に基づき、Ａ－ＣＳＩ報告１４０
４を送るためのＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎがサブフレーム＃４である。図１４Ａ
では、チャネル測定は、Ａ－ＣＳＩ要求１４０２が受信されるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフ
レームである、サブフレーム＃０において実行される。図１４Ａでは、Ａ－ＣＳＩ要求１
４０２とＡ－ＣＳＩ報告１４０４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームであるので、
基準遅延ｎCQI_ref2も４つのサブフレームであり、ＵＥはフレキシブルサブフレームのＣ
ＳＩを報告しない。したがって、干渉測定のための第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_re

f2のロケーションは、サブフレーム＃０において、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームのロ
ケーションと同じである。図１４Ａの例では、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームは、サブ
フレーム＃０であり、固定サブフレームである。したがって、図１４Ａでは、ＵＥは、１
４０６において、固定サブフレームに基づいてサブフレーム＃０においてチャネルおよび
干渉を測定する。その後、ＵＥは、測定されたチャネルおよび干渉に基づいて固定サブフ
レームＣＳＩを計算し、サブフレーム＃４において、固定サブフレームについての固定サ
ブフレームＣＳＩを含むＡ－ＣＳＩ報告１４０４を送る。
【００６９】
　[0084]図１４Ｂは、第３の手法の第２のシナリオの第２の事例の一例を示す例示的な図
１４３０である。例示的な図１４３０はサブフレーム構成＃２に基づき、Ａ－ＣＳＩ報告
１４３４を送るためのＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎがサブフレーム＃７である。図
１４Ｂでは、Ａ－ＣＳＩ要求１４３２とＡ－ＣＳＩ報告１４３４との間の報告遅延ｘが４
つのサブフレームよりも大きく、ｎ－４に対応するサブフレームが、サブフレーム＃３で
あるＤＬサブフレームである。その結果、第１の基準遅延ｎCQI_ref1は４つのサブフレー
ムであり、第２の基準遅延ｎCQI_ref2は報告遅延ｘに等しい。したがって、第１の基準サ
ブフレームｎ－ｎCQI_ref1は、フレキシブルサブフレームであるサブフレーム＃３に配置
され、第２の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2は、固定サブフレームであるサブフレーム
＃１に配置される。ＵＥがＡ－ＣＳＩ要求１４３２を受信した後、フレキシブルサブフレ
ームＣＳＩを計算するために、ＵＥは、１４３８において、固定サブフレームに基づいて
、Ａ－ＣＳＩ要求１４３２が受信されるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームであるサブフレ
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ーム＃１において、チャネル測定を実行し、さらに、１４３６において、フレキシブルサ
ブフレームに基づいて、干渉測定のための第１の基準サブフレームｎ－ｎCQI_ref1である
サブフレーム＃３において、干渉測定を実行する。さらに、ＵＥがＡ－ＣＳＩ要求１４３
２を受信した後、固定サブフレームＣＳＩを計算するために、ＵＥは、１４３８において
、固定サブフレームに基づいて、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームであるサブフレーム＃
１において、チャネル測定および干渉測定を実行する。その後、ＵＥは、フレキシブルサ
ブフレームＣＳＩと固定サブフレームＣＳＩとを組み合わせ、サブフレーム＃７において
、フレキシブルサブフレームＣＳＩと固定サブフレームＣＳＩとを含むＡ－ＣＳＩ報告１
４３４を送る。
【００７０】
　[0085]図１４Ｃは、第３の手法の第２のシナリオの第３の事例の一例を示す例示的な図
１４６０である。例示的な図１４６０はサブフレーム構成＃１に基づき、Ａ－ＣＳＩ報告
１４６４を送るためのＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームｎがサブフレーム＃７である。図
１４Ｃでは、チャネル測定は、Ａ－ＣＳＩ要求１４６２が受信されるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬ
サブフレームである、サブフレーム＃１において実行される。図１４Ｃでは、Ａ－ＣＳＩ
要求１４６２とＡ－ＣＳＩ報告１４６４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームよりも
大きく、ｎ－４に対応するサブフレームが、サブフレーム＃３であるＵＬサブフレームで
ある。その結果、干渉測定のための基準遅延ｎCQI_ref2は報告遅延ｘに等しく、ＵＥはフ
レキシブルサブフレームのＣＳＩを報告しない。したがって、干渉測定のための第２の基
準サブフレームｎ－ｎCQI_ref2は、固定サブフレームおよびＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレ
ームである、サブフレーム＃１に配置される。ＵＥがＡ－ＣＳＩ要求１４６２を受信した
後、ＵＥは、１４６６において、固定サブフレームに基づいてサブフレーム＃１において
チャネルおよび干渉を測定する。その後、ＵＥは、測定されたチャネルおよび干渉に基づ
いてＣＳＩを計算し、サブフレーム＃７において、固定サブフレームについてのＣＳＩを
含むＡ－ＣＳＩ報告１４６４を送る。
【００７１】
　[0086]図１５は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１５００である。本方法はＵ
Ｅによって実行され得る。１５０２において、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブ
フレームと、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基
づいて、基準サブフレームのロケーションを決定する。一態様では、基準遅延は、Ａ－Ｃ
ＳＩ報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、報告遅延は、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の第２
の遅延値である。１５０４において、ＵＥは、基準サブフレームのロケーションとサブフ
レーム構成とに基づいて基準サブフレームのタイプを決定し、基準サブフレームのタイプ
はフレキシブルサブフレームまたは固定サブフレームである。たとえば、上記で説明した
ように、基準サブフレームｎ－ｎCQI_refのロケーションおよびタイプは、Ａ－ＣＳＩ報
告ＵＬサブフレームｎと、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームｎ－ｘと、基準遅延ｎCQI_re

fと、報告遅延ｘとのうちの少なくとも１つに基づいて決定され得る。上記で説明したよ
うに、基準サブフレームは、サブフレーム構成に応じて、固定サブフレームまたはフレキ
シブルサブフレームであり得る。
【００７２】
　[0087]１５０６において、ＵＥは、基準サブフレームと基準サブフレームのタイプとに
基づいてチャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つを測定する。上記で説明したように
、チャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つは、基準サブフレームのタイプに基づいて
基準サブフレームにおいて測定される。
【００７３】
　[0088]１５０８において、ＵＥは、図１６に示されている方法を実行する。さらなる説
明を以下で与える。
【００７４】
　[0089]１５１０において、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて
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、チャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送る。たとえば
、上記で説明したように、ＵＥは、測定されたチャネルおよび／または干渉に基づくＣＱ
Ｉ／ＰＭＩ／ＲＩを含むＡ－ＣＳＩ報告を送る。
【００７５】
　[0090]一態様では、基準サブフレームは、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよ
りいくつかのサブフレーム前に配置され、ここで、いくつかのサブフレームは、第１の遅
延値または第２の遅延値のいずれかに基づく。そのような態様では、基準遅延の第１の遅
延値は４つのサブフレームに対応する。たとえば、上記で説明したように、基準サブフレ
ームはｎ－ｎCQI_refとして表され得、ここで、ｎCQI_refは、基準サブフレームとＡ－Ｃ
ＳＩ報告ＵＬサブフレームとの間の基準遅延である。たとえば、再び図１１Ａから図１１
Ｃを参照すると、第１の手法の第１および第２の事例では、基準遅延ｎCQI_refは４つの
サブフレームであり、第１の手法の第３の事例では、基準遅延ｎCQI_refは報告遅延ｘで
ある。
【００７６】
　[0091]一態様では、チャネルおよび干渉は、報告遅延が４つのサブフレームに対応する
とき、基準サブフレームにおいて測定され、基準サブフレームはＡ－ＣＳＩ要求ダウンリ
ンクサブフレームに対応する。そのような態様では、チャネルおよび干渉は、固定サブフ
レームである基準サブフレームのタイプに基づいて測定される。たとえば、再び図１１Ａ
を参照すると、Ａ－ＣＳＩ要求１１０２とＡ－ＣＳＩ報告１１０４との間の報告遅延ｘが
４つのサブフレームであるので、基準遅延ｎCQI_refも４つのサブフレームである。たと
えば、再び図１１Ａを参照すると、ＵＥは、１１０６において、固定サブフレームに基づ
いてサブフレーム＃０においてチャネルおよび干渉を測定する。
【００７７】
　[0092]一態様では、報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、Ａ－ＣＳＩ報告アッ
プリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームがダウンリンクサ
ブフレームであるとき、基準サブフレームは、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレーム
より４サブフレーム前に配置される。そのような態様では、第１の事例によれば、チャネ
ルおよび干渉は、フレキシブルサブフレームである基準サブフレームのタイプに基づいて
測定され得る。たとえば、再び図１１Ｂを参照すると、Ａ－ＣＳＩ要求１１３２とＡ－Ｃ
ＳＩ報告１１３４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームよりも大きく、ｎ－４に対応
するサブフレームが、サブフレーム＃３であるＤＬサブフレームであり、したがって、そ
の結果、基準遅延ｎCQI_refも４つのサブフレームである。たとえば、再び図１１Ｂを参
照すると、ＵＥは、１１３６において、フレキシブルサブフレームに基づいて基準サブフ
レーム（サブフレーム＃３）においてチャネルおよび干渉を測定する。そのような態様で
は、第２の事例によれば、チャネルはＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて
測定され得、干渉は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に
配置される基準サブフレームにおいて測定される。そのような態様では、第２の事例によ
れば、干渉は、フレキシブルサブフレームである基準サブフレームのタイプに基づいて測
定され得、チャネルは、固定サブフレームであるＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムのタイプに基づいて測定される。たとえば、再び図１２Ｂを参照すると、ＵＥは、１２
３６において、フレキシブルサブフレームに基づいて基準サブフレーム（サブフレーム＃
３）において干渉を測定し、１２３８において、固定サブフレームに基づいてＡ－ＣＳＩ
要求ＤＬサブフレーム（サブフレーム＃１）においてチャネルを測定する。
【００７８】
　[0093]一態様では、報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、Ａ－ＣＳＩ報告アッ
プリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームがアップリンクサ
ブフレームまたはＭＢＳＦＮサブフレームであるとき、基準サブフレームは、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームに対応する。そのような態様では、チャネルおよび干渉は
、固定サブフレームであるＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのタイプに基づいて
測定される。たとえば、再び図１１Ｃを参照すると、Ａ－ＣＳＩ要求１１６２とＡ－ＣＳ
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Ｉ報告１１６４との間の報告遅延ｘが４つのサブフレームよりも大きく、ｎ－４に対応す
るサブフレームが、サブフレーム＃３であるＵＬサブフレームであり、その結果、基準遅
延ｎCQI_refは報告遅延ｘに等しい。たとえば、再び図１１Ｃを参照すると、ＵＥは、１
１６６において、固定サブフレームに基づいてサブフレーム＃１においてチャネルおよび
干渉を測定する。
【００７９】
　[0094]図１６は、図１５のフローチャート１５００から展開するワイヤレス通信の方法
のフローチャート１６００である。本方法はＵＥによって実行され得る。１６０２におい
て、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと報告遅延とに基づいて、第２の
チャネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することを決定する。１６０４
において、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブ
フレームのロケーションを決定する。１６０６において、ＵＥは、第２の基準サブフレー
ムに基づいて第２のチャネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定する。一態
様では、１５１０においてＡ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて送られたＡ
－ＣＳＩ報告は、チャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つと、第２のチャネルまたは
第２の干渉のうちの少なくとも１つとに基づくＣＱＩを含み得る。一態様では、第２のチ
ャネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することの決定は、Ａ－ＣＳＩ要
求ダウンリンクサブフレームのロケーションにさらに基づく。
【００８０】
　[0095]上記で説明したように、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームと報告遅延と
に基づいて、単一のＣＳＩを報告すべきなのか複数のＣＳＩを報告すべきなのかを決定し
得、ここで、各ＣＳＩはそれぞれのＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩを含む。ＵＥが複数のＣＳＩを
報告することを決定した場合、ＵＥは、第１のＣＳＩを計算するために、固定基準サブフ
レームである第１のサブフレームにおいてチャネルおよび／または干渉を測定し得、また
、第２のＣＳＩを計算するために、フレキシブルサブフレームである第２の基準サブフレ
ームにおいてチャネルおよび／または干渉を測定し得る。その後、上記で説明したように
、ＵＥは、同じＣＳＩ報告中で第１のＣＳＩと第２のＣＳＩとを送るために、第１のＣＳ
Ｉと第２のＣＳＩとを組み合わせ（たとえば、多重化し）得る。上記で説明したように、
ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームとの間の報
告遅延に基づいて、および／またはＡ－ＣＳＩ報告ＵＬサブフレームに基づいて、各基準
サブフレームのロケーションおよびタイプ（たとえば、固定サブフレームまたはフレキシ
ブルサブフレーム）を決定し得る。
【００８１】
　[0096]一態様では、報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、Ａ－ＣＳＩ報告アッ
プリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームがダウンリンクサ
ブフレームであるとき、基準遅延は４つのサブフレームに対応し、第２の基準サブフレー
ムはＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームである。そのような態様では、あるシナリ
オによれば、チャネルおよび干渉は、フレキシブルサブフレームである基準サブフレーム
のタイプに基づいて測定され得、第２のチャネルおよび第２の干渉は、固定サブフレーム
である第２の基準サブフレームのタイプに基づいて測定され、第２の基準サブフレームは
Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに対応する。たとえば、再び図１３Ｂを参照す
ると、Ａ－ＣＳＩ要求１３３２とＡ－ＣＳＩ報告１３３４との間の報告遅延ｘが４つのサ
ブフレームよりも大きく、ｎ－４に対応するサブフレームが、サブフレーム＃３であるＤ
Ｌサブフレームであり、その結果、第１の基準遅延ｎCQI_ref1は４つのサブフレームであ
り、第２の基準遅延ｎCQI_ref2は報告遅延ｘである。たとえば、再び図１３Ｂを参照する
と、ＵＥは、１３３６において、フレキシブルサブフレームＣＳＩを計算するために、フ
レキシブルサブフレームに基づいてサブフレーム＃３においてチャネルおよび干渉を測定
し、１３３８において、固定サブフレームＣＳＩを計算するために、固定サブフレームに
基づいてサブフレーム＃１においてチャネルおよび干渉を測定する。
【００８２】
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　[0097]そのような態様では、別のシナリオによれば、干渉は、フレキシブルサブフレー
ムである基準サブフレームのタイプに基づいて測定され得、チャネルは、固定サブフレー
ムであるＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのタイプに基づいて測定され、第２の
チャネルおよび第２の干渉は、固定サブフレームである第２の基準サブフレームのタイプ
に基づいて測定され、第２の基準サブフレームはＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する。たとえば、再び図１４Ｂを参照すると、フレキシブルサブフレームＣＳＩ
を計算するために、ＵＥは、１４３８において、固定サブフレームに基づいて、第２のサ
ブフレームおよびＡ－ＣＳＩ要求１４３２が受信されるＡ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレーム
であるサブフレーム＃１において、チャネル測定を実行し、さらに、１４３６において、
フレキシブルサブフレームに基づいて、干渉測定のための第１の基準サブフレームｎ－ｎ

CQI_ref1であるサブフレーム＃３において、干渉測定を実行する。たとえば、再び図１４
を参照すると、固定サブフレームＣＳＩを計算するために、ＵＥは、１４３８において、
固定サブフレームに基づいて、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレームであるサブフレーム＃１
において、チャネル測定および干渉測定を実行し、ここで、Ａ－ＣＳＩ要求ＤＬサブフレ
ームは第２の基準サブフレームである。
【００８３】
　[0098]図１７は、例示的な装置１７０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデ
ータフローを示す概念データフロー図１７００である。本装置はＵＥであり得る。本装置
は、受信モジュール１７０４と、送信モジュール１７０６と、Ａ－ＣＳＩ要求管理モジュ
ール１７０８と、基準サブフレームモジュール１７１０と、チャネル／干渉測定モジュー
ル１７１２と、Ａ－ＣＳＩ報告管理モジュール１７１４とを含む。
【００８４】
　[0099]基準サブフレームモジュール１７１０は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレ
ームと、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づい
て、基準サブフレームのロケーションを決定する。一態様では、基準遅延は、Ａ－ＣＳＩ
報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、報告遅延は、Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームとＡ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の第２の遅
延値である。Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームは、本装置が１７６２において受
信モジュール１７０４を介しておよび１７６４においてＡ－ＣＳＩ要求管理モジュール１
７０８を介してｅＮＢ１７５０からＡ－ＣＳＩ要求を受信するサブフレームであり、Ａ－
ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに関する情報は、１７６６において基準サブフレー
ムモジュール１７１０に送られる。１５０４において、基準サブフレームモジュール１７
１０は、基準サブフレームのロケーションとサブフレーム構成とに基づいて基準サブフレ
ームのタイプを決定し、基準サブフレームのタイプはフレキシブルサブフレームまたは固
定サブフレームである。チャネル／干渉測定モジュール１７１２は、基準サブフレームと
基準サブフレームのタイプとに基づいてチャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つを測
定し、ここで、情報は１７６８において基準サブフレームモジュール１７１０から受信さ
れる。Ａ－ＣＳＩ報告管理モジュール１７１４は、１７７２においてＡ－ＣＳＩ報告管理
モジュール１７１４を介しておよび１７７４において送信モジュール１７０６を介して、
Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、１７７０を介してチャネル／干渉測
定モジュール１７１２から受信されたチャネルまたは干渉のうちの少なくとも１つに基づ
くＡ－ＣＳＩ報告を送る。
【００８５】
　[00100]一態様では、基準サブフレームは、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレーム
よりいくつかのサブフレーム前に配置され、ここで、いくつかのサブフレームは、第１の
遅延値または第２の遅延値のいずれかに基づく。そのような態様では、基準遅延の第１の
遅延値は４つのサブフレームに対応する。
【００８６】
　[00101]一態様では、チャネルおよび干渉は、報告遅延が４つのサブフレームに対応す
るとき、基準サブフレームにおいてチャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定
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され、基準サブフレームはＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに対応する。そのよ
うな態様では、チャネルおよび干渉は、固定サブフレームである基準サブフレームのタイ
プに基づいて、チャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定される。
【００８７】
　[00102]一態様では、基準サブフレームは、報告遅延が４つのサブフレームよりも大き
く、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフ
レームがダウンリンクサブフレームであるとき、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレー
ムより４サブフレーム前に配置される。そのような態様では、第１の事例によれば、チャ
ネルおよび干渉は、フレキシブルサブフレームである基準サブフレームのタイプに基づい
て、チャネル／干渉測定モジュール１７１２を介して測定され得る。そのような態様では
、第２の事例によれば、チャネルは、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて
、チャネル／干渉測定モジュール１７１２において測定され得、干渉は、Ａ－ＣＳＩ報告
アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置される基準サブフレームにおいて
、チャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定される。そのような態様では、第
２の事例によれば、干渉は、フレキシブルサブフレームである基準サブフレームのタイプ
に基づいて、チャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定され得、チャネルは、
固定サブフレームであるＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのタイプに基づいて測
定される。
【００８８】
　[00103]一態様では、基準サブフレームは、報告遅延が４つのサブフレームよりも大き
く、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフ
レームがアップリンクサブフレームまたはＭＢＳＦＮサブフレームであるとき、Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームに対応する。そのような態様では、チャネルおよび干渉
は、固定サブフレームであるＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのタイプに基づい
て、チャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定される。
【００８９】
　[00104]一態様では、基準サブフレームモジュール１７１０は、Ａ－ＣＳＩ報告アップ
リンクサブフレームと報告遅延とに基づいて、第２のチャネルまたは第２の干渉のうちの
少なくとも１つを測定することを決定する。基準サブフレームモジュール１７１０は、Ａ
－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブフレームのロケーショ
ンを決定する。チャネル／干渉測定モジュール１７１２は、第２の基準サブフレームに基
づいて第２のチャネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定し、ここで、第２
の基準サブフレームに関する情報は、１７６８において基準サブフレームモジュール１７
１０から受信される。一態様では、１７７２においてＡ－ＣＳＩ報告管理モジュール１７
１４を介しておよび１７７４において送信モジュール１７０６を介してＡ－ＣＳＩ報告ア
ップリンクサブフレームにおいて送られたＡ－ＣＳＩ報告は、チャネルまたは干渉のうち
の少なくとも１つと、第２のチャネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つとに基づ
くＣＱＩを含む。一態様では、第２のチャネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つ
を測定することの決定は、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのロケーションにさ
らに基づく。
【００９０】
　[00105]一態様では、報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、Ａ－ＣＳＩ報告ア
ップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームがダウンリンク
サブフレームであるとき、基準遅延は４つのサブフレームに対応し、第２の基準サブフレ
ームはＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームである。そのような態様では、あるシナ
リオによれば、チャネルおよび干渉は、フレキシブルサブフレームである基準サブフレー
ムのタイプに基づいて、チャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定され得、第
２のチャネルおよび第２の干渉は、固定サブフレームである第２の基準サブフレームのタ
イプに基づいて、チャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定され、第２の基準
サブフレームはＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに対応する。そのような態様で
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は、別のシナリオによれば、干渉は、フレキシブルサブフレームである基準サブフレーム
のタイプに基づいて、チャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定され得、チャ
ネルは、固定サブフレームであるＡ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのタイプに基
づいて、チャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定され、第２のチャネルおよ
び第２の干渉は、固定サブフレームである第２の基準サブフレームのタイプに基づいて、
チャネル／干渉測定モジュール１７１２によって測定され、第２の基準サブフレームはＡ
－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに対応する。
【００９１】
　[00106]本装置は、図１５および図１６の上述のフローチャート中のアルゴリズムのス
テップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１５および図１６
の上述のフローチャート中の各ステップは１つのモジュールによって実行され得、本装置
は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述
べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウ
ェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成された
プロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体
内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００９２】
　[00107]図１８は、処理システム１８１４を採用する装置１７０２’のためのハードウ
ェア実装の一例を示す図１８００である。処理システム１８１４は、バス１８２４によっ
て概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１８２４は、処理シ
ステム１８１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バ
スおよびブリッジを含み得る。バス１８２４は、プロセッサ１８０４によって表される１
つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１７０
４、１７０６、１７０８、１７１０、１７１２、１７１４と、コンピュータ可読媒体／メ
モリ１８０６とを含む様々な回路を互いに接続する。バス１８２４はまた、タイミングソ
ース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路を接続し得るが
、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しな
い。
【００９３】
　[00108]処理システム１８１４はトランシーバ１８１０に結合され得る。トランシーバ
１８１０は１つまたは複数のアンテナ１８２０に結合される。トランシーバ１８１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１８１０
は、１つまたは複数のアンテナ１８２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム１８１４、特に受信モジュール１７０４に与える。
さらに、トランシーバ１８１０は、処理システム１８１４、特に送信モジュール１７０６
から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１８２０に適
用されることになる信号を生成する。処理システム１８１４は、コンピュータ可読媒体／
メモリ１８０６に結合されたプロセッサ１８０４を含む。プロセッサ１８０４は、コンピ
ュータ可読媒体／メモリ１８０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を
担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１８０４によって実行されたとき、処理システム
１８１４に、特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。コンピュータ
可読媒体／メモリ１８０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１８０４に
よって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１
７０４、１７０６、１７０８、１７１０、１７１２、および１７１４のうちの少なくとも
１つをさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ１８０４中で動作するか、コンピ
ュータ可読媒体／メモリ１８０６中に常駐する／記憶されたソフトウェアモジュールであ
るか、プロセッサ１８０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールである
か、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１８１４は、ＵＥ６５０の
構成要素であり得、メモリ６６０、および／またはＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセ
ッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とのうちの少なくとも１つを含み得る。



(32) JP 2017-504273 A 2017.2.2

10

20

30

40

50

【００９４】
　[00109]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１７０２／１７０２’は、非周期チ
ャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ要求ダウン
リンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレームのロケー
ションを決定するための手段を含む。一態様では、基準遅延は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリ
ンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、報告遅延は、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンク
サブフレームとＡ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の第２の遅延値である。
装置１７０２／１７０２’は、基準サブフレームのロケーションとサブフレーム構成とに
基づいて基準サブフレームのタイプを決定するための手段を含み、基準サブフレームのタ
イプはフレキシブルサブフレームまたは固定サブフレームである。装置１７０２／１７０
２’は、基準サブフレームと基準サブフレームのタイプとに基づいてチャネルまたは干渉
のうちの少なくとも１つを測定するための手段を含む。装置１７０２／１７０２’は、Ａ
－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、チャネルまたは干渉のうちの少なくと
も１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送るための手段を含む。
【００９５】
　[00110]装置１７０２／１７０２’は、Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと報
告遅延とに基づいて、第２のチャネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定す
ることを決定するための手段と、Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第
２の基準サブフレームのロケーションを決定するための手段と、第２の基準サブフレーム
に基づいて第２のチャネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定するための手
段とをさらに含み得る。
【００９６】
　[00111]上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成され
た、装置１７０２、および／または装置１７０２’の処理システム１８１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１８１
４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６
５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れた機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６
と、コントローラ／プロセッサ６５９とであり得る。
【００９７】
　[00112]開示したプロセス／フローチャートにおけるステップの特定の順序または階層
は、例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス
／フローチャート中のステップの特定の順序または階層は再構成され得ることを理解され
たい。さらに、いくつかのステップは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方
法クレームは、様々なステップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された
特定の順序または階層に限定されるものではない。
【００９８】
　[00113]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施することができ
るように与えられた。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範
囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しない全
範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように明記
されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意
味するものである。「例示的」という単語は、本明細書では、「例、事例、または例示の
働きをすること」を意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいか
なる態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは
限らない。別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語は１つまたは複数を指
す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なく
とも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ
、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを
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含み得る。特に、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣの
うちの少なくとも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの
組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡお
よびＢおよびＣであり得、ここで、任意のそのような組合せは、Ａ、Ｂ、またはＣの１つ
または複数のメンバーを含んでいることがある。当業者に知られている、または後に知ら
れることになる、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的およ
び機能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含され
るものである。さらに、本明細書で開示したいかなることも、そのような開示が特許請求
の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いか
なるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という語句を使用して明確に具陳されて
いない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(35) JP 2017-504273 A 2017.2.2

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】

【図１１Ｃ】

【図１２Ａ】

【図１２Ｂ】

【図１２Ｃ】

【図１３Ａ】

【図１３Ｂ】
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【図１３Ｃ】

【図１４Ａ】

【図１４Ｂ】

【図１４Ｃ】

【図１５】 【図１６】



(38) JP 2017-504273 A 2017.2.2

【図１７】 【図１８】

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月26日(2016.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信の方法であって、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延との少なくとも１つ、またはこ
れらの任意の組み合わせに基づいて、基準サブフレームのロケーションを決定することと
、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームの前の
第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと
前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
　を備える、方法。
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【請求項２】
　前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよりいくつか
のサブフレーム前に配置され、前記いくつかのサブフレームは、前記第１の遅延値または
前記第２の遅延値のいずれかに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基準遅延の前記第１の遅延値は４つのサブフレームに対応する、請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記報告遅延が４つのサブフレームに対応するとき、
前記基準サブフレームにおいて測定され、前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記チャネルおよび干渉は、前記固定サブフレームである前記基準サブフレームの前記
タイプに基づいて測定される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
ダウンリンクサブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよ
り４サブフレーム前に配置される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記チャネルおよび干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレー
ムの前記タイプに基づいて測定される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記チャネルは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて測定され、前
記干渉は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置さ
れる前記基準サブフレームにおいて測定される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
アップリンクサブフレームまたはマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワー
ク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記チャネルおよび干渉は、固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンク
サブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと前記報告遅延とに基づいて第２のチャ
ネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することを決定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブフレームのロ
ケーションを決定することと、
　前記第２の基準サブフレームに基づいて前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のう
ちの少なくとも１つを測定することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のうちの前記少なくとも１つを測定すること
の前記決定は、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのロケーションにさらに基
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づく、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて送られた前記Ａ－ＣＳＩ報告は
、前記チャネルまたは前記干渉のうちの前記少なくとも１つと、前記第２のチャネルまた
は前記第２の干渉のうちの前記少なくとも１つとに基づくチャネル品質インジケータ（Ｃ
ＱＩ）を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記基準遅延は、４つのサブフレームに対応し、前記第２の基準サブフレームは、前記
報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレ
ームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームがダウンリンクサブフレームである
とき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフ
レームの前記タイプに基づいて測定され、前記第２のチャネルおよび前記第２の干渉は、
前記固定サブフレームである前記第２の基準サブフレームのタイプに基づいて測定され、
前記第２の基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに対応す
る、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定され、前記第２のチャネルおよび
前記第２の干渉は、前記固定サブフレームである前記第２の基準サブフレームに基づいて
測定され、前記第２の基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延との少なくとも１つ、またはこ
れらの任意の組み合わせに基づいて、基準サブフレームのロケーションを決定することと
、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームの前の
第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと
前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
を行うように構成された、装置。
【請求項１９】
　前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよりいくつか
のサブフレーム前に配置され、前記いくつかのサブフレームは、前記第１の遅延値または
前記第２の遅延値のいずれかに基づく、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
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　前記チャネルおよび前記干渉は、前記報告遅延が４つのサブフレームに対応するとき、
前記基準サブフレームにおいて測定され、前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームに対応する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記チャネルおよび干渉は、前記固定サブフレームである前記基準サブフレームの前記
タイプに基づいて測定される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
ダウンリンクサブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよ
り４サブフレーム前に配置される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　前記チャネルおよび干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレー
ムの前記タイプに基づいて測定される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記チャネルは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて測定され、前
記干渉は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置さ
れる前記基準サブフレームにおいて測定される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項２４に記載の装置
。
【請求項２６】
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
アップリンクサブフレームまたはマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワー
ク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２７】
　前記チャネルおよび干渉は、固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンク
サブフレームの前記タイプに基づいて測定される、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと前記報告遅延とに基づいて第２のチャ
ネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することを決定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブフレームのロ
ケーションを決定することと、
　前記第２の基準サブフレームに基づいて前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のう
ちの少なくとも１つを測定することと
を行うようにさらに構成された、請求項１８に記載の装置。
【請求項２９】
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延との少なくとも１つ、またはこ
れらの任意の組み合わせに基づいて、基準サブフレームのロケーションを決定するための
手段と、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレーム
の前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレ
ームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の第２の遅延値である、
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　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定するための手段と、前記基準サブフレームの前記タイプはフレ
キシブルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定するための手段と、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送るための手段と
を備える、装置。
【請求項３０】
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延との少なくとも１つ、またはこ
れらの任意の組み合わせに基づいて、基準サブフレームのロケーションを決定することと
、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームの前の
第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと
前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
を行うためのコードを備える、コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読
媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　[00113]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施することができ
るように与えられた。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範
囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しない全
範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように明記
されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意
味するものである。「例示的」という単語は、本明細書では、「例、事例、または例示の
働きをすること」を意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいか
なる態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは
限らない。別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語は１つまたは複数を指
す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なく
とも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ
、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを
含み得る。特に、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣの
うちの少なくとも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの
組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡお
よびＢおよびＣであり得、ここで、任意のそのような組合せは、Ａ、Ｂ、またはＣの１つ
または複数のメンバーを含んでいることがある。当業者に知られている、または後に知ら
れることになる、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的およ
び機能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含され
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るものである。さらに、本明細書で開示したいかなることも、そのような開示が特許請求
の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いか
なるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という語句を使用して明確に具陳されて
いない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信の方法であって、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定することと、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報
告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間
の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
　を備える、方法。
　［Ｃ２］
　前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよりいくつか
のサブフレーム前に配置され、前記いくつかのサブフレームは、前記第１の遅延値または
前記第２の遅延値のいずれかに基づく、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記基準遅延の前記第１の遅延値は４つのサブフレームに対応する、Ｃ２に記載の方法
。
　［Ｃ４］
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記報告遅延が４つのサブフレームに対応するとき、
前記基準サブフレームにおいて測定され、前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームに対応する、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記チャネルおよび干渉は、前記固定サブフレームである前記基準サブフレームの前記
タイプに基づいて測定される、Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
ダウンリンクサブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよ
り４サブフレーム前に配置される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記チャネルおよび干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレー
ムの前記タイプに基づいて測定される、Ｃ６に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記チャネルは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて測定され、前
記干渉は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置さ
れる前記基準サブフレームにおいて測定される、Ｃ６に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
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に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定される、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
アップリンクサブフレームまたはマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワー
ク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記チャネルおよび干渉は、固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンク
サブフレームの前記タイプに基づいて測定される、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと前記報告遅延とに基づいて第２のチャ
ネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することを決定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブフレームのロ
ケーションを決定することと、
　前記第２の基準サブフレームに基づいて前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のう
ちの少なくとも１つを測定することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のうちの前記少なくとも１つを測定すること
の前記決定は、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームのロケーションにさらに基
づく、Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて送られた前記Ａ－ＣＳＩ報告は
、前記チャネルまたは前記干渉のうちの前記少なくとも１つと、前記第２のチャネルまた
は前記第２の干渉のうちの前記少なくとも１つとに基づくチャネル品質インジケータ（Ｃ
ＱＩ）を含む、Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　前記基準遅延は、４つのサブフレームに対応し、前記第２の基準サブフレームは、前記
報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレ
ームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームがダウンリンクサブフレームである
とき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームである、Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフ
レームの前記タイプに基づいて測定され、前記第２のチャネルおよび前記第２の干渉は、
前記固定サブフレームである前記第２の基準サブフレームのタイプに基づいて測定され、
前記第２の基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに対応す
る、Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ１７］
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定され、前記第２のチャネルおよび
前記第２の干渉は、前記固定サブフレームである前記第２の基準サブフレームに基づいて
測定され、前記第２の基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、Ｃ１５に記載の方法。
　［Ｃ１８］
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
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　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定することと、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報
告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間
の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
を行うように構成された、装置。
　［Ｃ１９］
　前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよりいくつか
のサブフレーム前に配置され、前記いくつかのサブフレームは、前記第１の遅延値または
前記第２の遅延値のいずれかに基づく、Ｃ１８に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記チャネルおよび前記干渉は、前記報告遅延が４つのサブフレームに対応するとき、
前記基準サブフレームにおいて測定され、前記基準サブフレームは、前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームに対応する、Ｃ１８に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記チャネルおよび干渉は、前記固定サブフレームである前記基準サブフレームの前記
タイプに基づいて測定される、Ｃ２０に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
ダウンリンクサブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームよ
り４サブフレーム前に配置される、Ｃ１８に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　前記チャネルおよび干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレー
ムの前記タイプに基づいて測定される、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記チャネルは、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームにおいて測定され、前
記干渉は、前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置さ
れる前記基準サブフレームにおいて測定される、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　前記干渉は、前記フレキシブルサブフレームである前記基準サブフレームの前記タイプ
に基づいて測定され、前記チャネルは、前記固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求
ダウンリンクサブフレームの前記タイプに基づいて測定される、Ｃ２４に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　前記基準サブフレームは、前記報告遅延が４つのサブフレームよりも大きく、前記Ａ－
ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームより４サブフレーム前に配置されるサブフレームが
アップリンクサブフレームまたはマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワー
ク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるとき、前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレー
ムに対応する、Ｃ１８に記載の装置。
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　［Ｃ２７］
　前記チャネルおよび干渉は、固定サブフレームである前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンク
サブフレームの前記タイプに基づいて測定される、Ｃ２６に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームと前記報告遅延とに基づいて第２のチャ
ネルまたは第２の干渉のうちの少なくとも１つを測定することを決定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームに基づいて第２の基準サブフレームのロ
ケーションを決定することと、
　前記第２の基準サブフレームに基づいて前記第２のチャネルまたは前記第２の干渉のう
ちの少なくとも１つを測定することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１８に記載の装置。
　［Ｃ２９］
　時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ベースのネットワーク
におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定するための手段と、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－Ｃ
ＳＩ報告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ
－ＣＳＩ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレーム
との間の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定するための手段と、前記基準サブフレームの前記タイプはフレ
キシブルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定するための手段と、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送るための手段と
を備える、装置。
　［Ｃ３０］
　非周期チャネル状態情報（Ａ－ＣＳＩ）報告アップリンクサブフレームと、Ａ－ＣＳＩ
要求ダウンリンクサブフレームと、基準遅延と、報告遅延とに基づいて、基準サブフレー
ムのロケーションを決定することと、ここにおいて、前記基準遅延は、前記Ａ－ＣＳＩ報
告アップリンクサブフレームの前の第１の遅延値であり、前記報告遅延は、前記Ａ－ＣＳ
Ｉ要求ダウンリンクサブフレームと前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームとの間
の第２の遅延値である、
　前記基準サブフレームの前記ロケーションとサブフレーム構成とに基づいて前記基準サ
ブフレームのタイプを決定することと、前記基準サブフレームの前記タイプはフレキシブ
ルサブフレームまたは固定サブフレームである、
　前記基準サブフレームと前記基準サブフレームの前記タイプとに基づいてチャネルまた
は干渉のうちの少なくとも１つを測定することと、
　前記Ａ－ＣＳＩ報告アップリンクサブフレームにおいて、前記チャネルまたは前記干渉
のうちの前記少なくとも１つに基づくＡ－ＣＳＩ報告を送ることと
を行うためのコードを備える、コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読
媒体。
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